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1 7 　 無 床 開 業 医 が 手 術 を 継 続 で き る か

―開業6年間の経験から―

川 合 千 尋 ・ 三 浦 宏 二 * ・ 吉 田 奎 介 * *

大 竹 雅 広 * * ・ 松 尾 仁 之 * * *

小林 孝
* * *

消化器科 ･ 外科川合ク リ ニ ッ ク

か ん検諺 クリ ニ ッ ク 三浦外科 *

口本由利大学新潟EBJ与: 部外科
* *

析i ,i3臣良港総合病院外利
* * *

平城 8 年 1 0 日に 無床諺療所を開設綾 , 提携病

院で 消化器外科手術を継続 して い る の で ,
そ の 経

験を報告する .

手札が必要 な患者さん は
,
三浦外科

,
日歯大外

科＼ ある い は臨港柄院外科 へ 紹介 し術者と し て 手

術を行 っ て い る . さらに 三 浦外科 で は主治医と し

て指口匝ほ今をして い る . 平城 1 4 年 1 0 月まで の 手

朴†数 は
,
三浦外科 1 6 8 例 ( 腹腔鏡下手術 1 1 8 例

,

そ の 他 4 0 例)
,
日本歯科大 5 例

,
臨港柄院 1 例で

ある . さ らに その他 の 病院か ら依頼された脂腔鏡

下手術を 2 4 側 に 行 っ て い る . 各病院の 協力で ,
こ

の ように 手恥が継続出来 て い る こと に 感謝 して い

る .

8 　 深 頸 部 膿 瘍 で 発 症 し た 下 咽 頭 梨 状 窩 瘻 の 一 例

平 山 裕 ・ 大 沢 義 弘 ・ 近 藤 公 男

薄 井 佳 子 ・ 佐 藤 和 則 * ・ 多 田 靖 弘 *

太目==叫 ノ11) lJl南院小兜外科

同 耳鼻口脚(7;: 何
*

最近我々 は比較的稀 な深頚部膿楊 で発症 した下

叫未l 頭梨状讃療 ( 以
‾
lご本症) の 4 歳男児柾側を経験

し た . 発熱と ,

l

I
'

;15腫大 でヲ芭痛 し頚部 C T 上
,
左深

頚 部に 気管を庄排する 径 3 c m 大 の 嚢胞性病変を

i.j
J
c

J
. め 当 村 紹 介 さ れ た . W B C : 1 3 7 0 0

,
C R P :

2 1 .6 m g / dl . 深要綱5 膿癌と診[*
'

rr し全麻 下 ドレ ナ
-

ジ術を施行 した . 術後, 微熱と ドレ
- ン か らの 排

膿が続くた め療孔造影を施行 . 膿癌腔か ら左下咽

頭梨状葡 へ 通じ る痔管を認め本症と諺断 した . 炎

症の 消退を待 っ て 2 ケ)j 後に 耳鼻科と合同で 根治

術を施行 した . 疲管 は左梨状儲か ら膿癌 に 向か っ

て 上後方 へ 連綿 して おり ,
胎生期第 3 咽頭嚢残遺

の 由来を思わせ た . 甲状腺部
/
}) E]] 除後, 梨状満 で

癌管根 部を結集切離 し末梢側と
一

都膿壕は残7f さ

せ たが
,
現在ま で 再発

'

]S
f

l(r美は認めて い な い .

19　食道再建に苦慮した先天性食道閉鎖症の一例

内藤美智子・新田幸尋・内藤真一

片 柳 憲 雄 *

新潟市民柄院小
l
,
r
l 外科

川 外科
*

在胎過数 3 2 過 2 日 1 9 2 4 g 自然分娩に て出生 し

た女兜. F'
1

J 体は ,

/Lf･娠 2 8 過頃より :Y: 水過多を;..)a) . め

て い た . [
Lh 生後の 新生処 掛-いに カ テ

ー テ ル 何人 が

で きな い こと に 気付 き
,
当村紹介紫ノ急人院と なる .

Lij- 純 X - P に て消化管ガ ス 及び c oil u p 促を.
-;′どめ

,

先大件食道閉鎖h
=
(

L･
=

( G r o s s C 型) とF,釧,Tr . ま ず胃

嬢を造設 した 後
,
2 [7 綾に---一期的根治術施行する

こ とと した . し か し 上下食道の G a p は 2 柑休以上

あり
,
更に 下部食道 に 食道す央窄症の 合併を;. .Jc) . め ,

一

期的吻合困難 で あ っ た . 胃嘘栄養に て 体重J削ル1

を待ち
,
印度食道内建を試みる こと と し た.

生綾 4 ヶ 別] に 綾縦隔 ル
ー

ト に て 全胃を吊り上

げ
,
頚部食道と吻fl した .

術後 9 FT 目より縫1二l据妄収榊始する こ と が で き
,

経過良好の 為
,
恥後 2 4 日FE に避F

J

;t と な っ た .

2 0 　 保 存 的 治 療 で 軽 快 し た 外 傷 性 十 二 指 腸 穿 孔 の

9歳男子例

内藤万砂文・広田雅行

長岡林-I-
I

-チ
:1r-

I

,A ;左小鬼外ヰ
､

f

自転車で転倒 し右腹部打撲 し, 当院救急外来受

諺と な っ た症例 . 絶食 で経過観察 して い た が ,
4

日目の 腹部 C T で左側後書跡模内に 空気の 混石ミした

液体の 貯留が確認 され
,
十二 指腸穿孔と考え られ

た . 保存的治療 で軽快 し
,
1 6 日目に 退院と な っ た .


